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「節目を迎えて、次の一歩へ」 
 校長  竹内 勝広 

 

長く厳しかった夏もようやく過ぎ去り、朝夕には秋の気配を感じられるようになりまし

た。急な気温の変化に体調を崩さぬよう、体調管理に気を付けてください。 

保護者や地域の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心より感

謝申し上げます。 

本日、令和７年度前期終業式を迎えることができました。約半年、皆さんは日々の学習

や行事、部活動に真剣に取り組み、充実した学校生活を送ることができたのではないでし

ょうか。 

 ふり返ってみると―― 

 １年生は、期待と不安を胸に入学式を迎え、自然教室での仲間づくりや、緊張感をもっ

て臨んだ初めての定期テストを経験しました。 

 ２年生は、鎌倉遠足での班別自主行動を通して協力の大切さを学び、この夏からは部活

動の中心となって活躍しています。授業でも落ち着いて取り組む姿勢が見られます。 

 ３年生は、学校のリーダーとして体育祭で頼もしい姿を見せてくれました。修学旅行で

は「楽学両道」をスローガンに掲げ、仲間と充実した時間を過ごしました。部活動も一区

切りを迎え、いよいよ進路実現に向けての気持ちが高まっているのではないでしょうか。 

 そして今日の節目である終業式。ここから、次の一歩を踏み出す機会にしてほしいと思

います。次に進むためには、これまでの自分をしっかりと振り返ることが大切です。その

手がかりとなるのが、本日配布される連絡票です。学習の状況では、評定だけでなく観点

別の状況や所見を参考にし、これからの取組に活かしてください。 

  

ぜひ自分に問いかけてみてください。 

「どんなことを頑張ったか」 

「どんな場面で成長を感じたか」 

 

 前期と後期の間の休みはわずか３日間ですが、その中で次の一歩をどう踏み出すか、少

しでも考える時間をもってみてください。 
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